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アドミッションポリシー　教育理念及び教育目的・目標

アドミッション
ポリシー　

（入学者受け入れ方針）

　本校は、協同の精神を基に、農村および地域住民のいのちと健康を守るため、人と
人とのつながりを大切にし、長野県内の保健・医療・福祉の分野で幅広く活躍でき
る人材の育成をめざします。そのため、次のような資質を備えた人の意欲のある入
学生を望みます。
１．自己と他者のいのちを大切にできる人
２．相手を思いやり、人と人とのつながりを大切にでき、他者と協同できる人
３．自己の思いや考えを表現でき、行動できる人
４．自己管理ができ、責任ある行動がとれる人
５．健康と生活の自己管理ができ、マナーやルールを守り、責任ある行動がとれる人
６．本校の建学の精神に共感し、地域に貢献しようと意志のある人

教育理念 　本校の教育理念はJA長野厚生連理念に基づき、「地域住民のいのちと生きがいの
ある暮らしを守り、健康で豊かな地域づくりに貢献する」ことを基本理念と掲げ、協
同の精神を基に地域の人々が安心して暮らせるよう保健・医療・福祉の向上に貢
献する、看護実践者の育成を目指します。
　本校の創設者である若月俊一先生の「いのちの学び　ひとすじに」の言葉を常に
心に刻み、思いやりの心、豊かな感性と創造性をもち、誰に対しても誠実に向き合う
協同の精神を持ち備えた看護師を育成することを目指します。

教育目的 　JA長野厚生連の看護の発展に寄与するために、人と人とのつながりを大切にでき
る愛情豊かな人間性を培い、看護師として日々研鑽につとめることができる有能な
人材を育成します。

教育目標
（育つ力）

１．人々の多様な価値観の尊重と協同の精神を基に、豊かな感性を磨きよりよい人
間関係を築くことができる。（感じ取る力）

２．専門職業人として倫理に基づいた責任ある看護と、共感的態度を身につけるこ
とができる。（実践する力）

３．地域で暮らす人々のいのちと生活を支えるために、科学的根拠に基づき、健康状
態に応じた看護を実践することができる。（実践する力）

４．多職種と連携・協同することの必要性を学び、保健医療福祉チームの一員とし
ての看護師の役割を理解することができる。（連携・協同する力）

５．専門職業人として自覚をもち、社会のニーズに応じて生涯にわたり自ら学び続
ける事ができる。（成長する力）
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入学試験の概要

募集人員 定員４０名 
　推薦・社会人/ ２０名程度
　一般Ⅰ期・Ⅱ期/ ２０名程度

修業年限 ３年

卒業時に取得
できる資格

看護師国家試験受験資格
保健師・助産師学校の受験資格
専門士（医療専門）

選考方法

入学試験日程

試験会場 佐久総合病院看護専門学校

入試区分 選　考　方　法

推 薦 入 試
■学科試験　国語総合
■面接試験　■高等学校調査書　■高等学校長推薦書
■地域指定申請書・推薦書（※地域指定推薦応募者）

社会人入試 ■学科試験　国語総合　■面接試験

一 般 入 試
Ⅰ期・Ⅱ期 ■学科試験　国語総合　■面接試験

入試区分 出願期間 入学試験日 合格発表日 入学手続き
締 切 日

推
薦
・
社
会
人

指定校推薦
一般推薦

地域指定推薦

2026年
９月24日㈭

～10月７日㈬
〈必着〉

2026年
10月24日㈯

2026年
11月４日㈬

2026年
11月25日㈬

社会人

一
般

Ⅰ期

2026年
11月26日㈭

～12月11日㈮
〈必着〉

2027年
１月６日㈬

2027年
１月16日㈯

2027年
２月１日㈪

Ⅱ期

2027年
２月２日㈫

～２月10日㈬
〈必着〉

2027年
２月27日㈯

2027年
３月３日㈬

2027年
３月11日㈭
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推薦入試（指定校・一般）

出願資格 　本校に入学する意思のある者（専願であること）で、学力・人物ともに優秀で
あり、看護の道を志す意志がはっきりしており、高等学校長が責任を持って推薦
できる者
指定校推薦
　１．2027年３月、長野県内の高等学校を卒業見込みの者
　２．成績上位の者。詳細は、本校から推薦指定校に通知する
　３．心身ともに健康で欠席が少なく生活態度の健全な者
　４．合格した場合、入学することを確約できる者
　５．厚生連医療（農村医療・地域医療）に関心のある者
一般推薦　
　１．2027年３月、高等学校を卒業見込みの者
　２．心身ともに健康で欠席が少なく生活態度の健全な者
　３．合格した場合、入学することを確約できる者
　４．厚生連医療（農村医療・地域医療）に関心のある者

選考方法 ●学科試験…国語総合
●面接試験
●高等学校調査書
●高等学校長推薦書

出願書類 １．入　学　願　書………本校所定の用紙（出願３ヵ月以内に撮影した写真貼付）　
２．高等学校調査書………出身高等学校長が作成し厳封したもの
３．高等学校長推薦書	��本校所定の推薦書に、出身高等学校長が作成し厳封したもの

（推薦書は、ホームページからダウンロードできます。）
４．受　　験　　票………写真貼付（入学願書と同じもの）
５．受験票送付用レターパックライト
　　　　　　　　　……受験者の住所・氏名を記入
６．受　　験　　料	��15,000円（本校所定の振込用紙で振込をし、振込用紙の

②を出願書類に同封）

● 提出済みの出願書類及び受験料は返還できませんのでご了承ください。
● 出願手続き完了後、受験票を郵送いたします。
● 受験者の個人情報は、受験・入学に関する目的以外には使用いたしません。

出願期間 ２０２６年９月２４日（木）～１０月７日（水）必着
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入学試験日 ２０２６年１０月２４日（土）

入学試験日程 受付…………………………………………8：30 ～ 9：00
オリエンテーション………………………9：00 ～ 9：15
学科試験……………………………………9：20 ～ 10：10
休憩　
面接オリエンテーション…………………10：25 ～ 10：30
面接試験……………………………………10：30 ～終了まで

持ち物 ●受験票
●筆記用具…ＨＢの鉛筆（シャープペンシル不可）、消しゴム
●上履き
●下履きを入れる袋

合格発表 ２０２６年１１月４日（水）	
	
● 合否通知書は、合格発表日に受験者宛に発送します。（合格発表日から5日経過

しても届かない場合はご連絡ください）
● 合格者の受験番号は合格発表日に本校のホームページに掲示しますが、正式な

合否の通知は合否通知書をもって行います。掲示期間は合格発表日から一週間
です。電話等による問い合わせには応じることができません。また、学内掲示は
ありません。

● 合格者には同時に入学手続き書類を送付します。

入学手続き ２０２６年１１月２５日（水）

● 合格通知を受けた方は、締切日までに入学手続きをしてください。
● 入学時納入金… 計620,000円
　（入学金 100,000円、他納入金詳細は15ページに記載）　　　



6

推薦入試（地域指定）

出願資格 　本校に入学する意思のある者（専願であること）で、学力・人物ともに優秀で
あり、看護の道を志す意志がはっきりしており、高等学校長および指定する事業
所長（病院長）が責任を持って推薦できる者
地域指定推薦
　１．2027年３月、長野県内の高等学校を卒業見込みの者
　２．本校が依頼する推薦指定校であり、成績上位の者
　３．心身ともに健康で欠席が少なく生活態度の健全な者
　４．合格した場合、入学することを確約できる者
　５．厚生連医療（農村医療・地域医療）に関心のある者
　６．出願時に指定する地域に現住所を有し、卒業後に会が指定する事業所
　　（病院）で看護業務に従事する意思のある者
　　※出願した者が地域指定推薦で合格者とならない場合は、一般推薦として選

抜の対象とする

対象事業所
（病院）

●北アルプス医療センターあづみ病院
●鹿教湯三才山リハビリテーションセンター
●富士見高原医療福祉センター富士見高原病院
●下伊那厚生病院

選考方法 ●学科試験…国語総合
●面接試験
●高等学校調査書
●高等学校長推薦書
●地域指定申請書・推薦書

出願書類 高等学校長は、下記の書類を一括し期間内に提出してください
１．入　学　願　書………本校所定の用紙（出願３ヵ月以内に撮影した写真貼付）　
２．高等学校調査書………出身高等学校長が作成し厳封したもの
３．高等学校長推薦書	��本校所定の推薦書に、出身高等学校長が作成し厳封したもの

（推薦書は、ホームページからダウンロードできます）
４．地域指定申請書・推薦書	�本校所定の申請・推薦書を作成後、事業所が厳封したもの

（申請書・推薦書は、ホームページからダウンロードできます）
５．受　　験　　票………写真貼付（入学願書と同じもの）
６．受験票送付用レターパックライト
　　　　　　　　　……受験者の住所・氏名を記入
７．受　　験　　料	��15,000円（本校所定の振込用紙で振込をし、振込用紙の

②を出願書類に同封）
８．住　　民　　票	��出願者本人のもので、個人番号の記載のないもの、世帯主

氏名、続柄および生年月日が記載されているもの
● 提出済みの出願書類及び受験料は返還できませんのでご了承ください。
● 出願手続き完了後、受験票を郵送いたします。
● 受験者の個人情報は、受験・入学に関する目的以外には使用いたしません。

出願期間 2０２６年９月２４日（木）～１０月７日（水）必着
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入学試験日 ２０２６年１０月２４日（土）

入学試験日程 受付…………………………………………8：30 ～ 9：00
オリエンテーション………………………9：00 ～ 9：15
学科試験……………………………………9：20 ～ 10：10
休憩　
面接オリエンテーション…………………10：25 ～ 10：30
面接試験……………………………………10：30 ～終了まで

持ち物 ●受験票
●筆記用具…ＨＢの鉛筆（シャープペンシル不可）、消しゴム
●上履き
●下履きを入れる袋

合格発表 ２０２６年１１月４日（水）	
	
● 合否通知書は、合格発表日に受験者宛に発送します。（合格発表日から５日経

過しても届かない場合はご連絡ください）
● 合格者の受験番号は合格発表日に本校のホームページに掲示しますが、正式な

合否の通知は合否通知書をもって行います。掲示期間は合格発表日から一週間
です。電話等による問い合わせには応じることができません。また、学内掲示は
ありません。

● 合格者には同時に入学手続き書類を送付します。

入学手続き ２０２６年１１月２５日（水）

● 合格通知を受けた方は、締切日までに入学手続きをしてください。
● 入学時納入金　 計520,000円（※指定校推薦・一般推薦とは異なります）
　（「地域指定推薦制度」を利用し入学する場合は「入学金10万円」が免除されます）
　（納入金詳細は15ページに記載）
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社会人入試

出願資格 次の１. ２のいずれかに該当し、３～５の条件を満たす者
　１．大学・短期大学を卒業した者、または卒業見込みの者
　２．高等学校または中等教育学校卒業後、出願時までに１か所で２年以上
　　　就労経験を有する者
　３．心身ともに健康で欠席が少なく生活態度の健全な者
　４．合格した場合、入学することを確約できる者
　５．厚生連医療（農村医療・地域医療）に関心のある者

選考方法 ●学科試験…国語総合
●面接試験

出願書類 １．入　学　願　書………本校所定用紙（出願３ヵ月以内に撮影した写真貼付）　　
２．高等学校成績証明書………高等学校長が作成し厳封したもの
３．大学または短期大学の成績証明書および卒業証明書
　　　　　　　　　　　（卒業見込みの者は卒業見込証明書）
　※2・3の成績証明書が発行できない場合は、高等学校、大学、短期大学の卒業証

明書と成績証明書発行不能証明書を提出
４．受　　験　　票………写真貼付（入学願書と同じもの）
５．受験票送付用レターパックライト
	 　　　　　　　… ……受験者の住所・氏名を記入
６．受　　験　　料	��15,000円（本校所定の振込用紙で振込をし、振込用紙の

②を出願書類に同封）

● 提出済みの出願書類及び受験料は返還できませんのでご了承ください。
● 出願手続き完了後、受験票を郵送いたします。
● 受験者の個人情報は、受験・入学に関する目的以外には使用いたしません。

出願期間 ２０２６年９月２４日（木）～１０月７日（水）必着
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入学試験日 ２０２６年１０月２４日（土）

入学試験日程 受付…………………………………………8：30 ～ 9：00
オリエンテーション………………………9：00 ～ 9：15
学科試験……………………………………9：20 ～ 10：10
休憩　
面接オリエンテーション…………………10：25 ～ 10：30
面接試験……………………………………10：30 ～終了まで

持ち物 ●受験票
●筆記用具…ＨＢの鉛筆（シャープペンシル不可）、消しゴム
●上履き
●下履きを入れる袋

合格発表 ２０２６年１１月４日（水）	
	
● 合否通知書は、合格発表日に受験者宛に発送します。（合格発表日から5日経過

しても届かない場合はご連絡ください）
● 合格者の受験番号は合格発表日に本校のホームページに掲示しますが、正式な

合否の通知は合否通知書をもって行います。掲示期間は合格発表日から一週間
です。電話等による問い合わせには応じることができません。また、学内掲示は
ありません。

● 合格者には同時に入学手続き書類を送付します。

入学手続き ２０２６年１１月２５日（水）

● 合格通知を受けた方は、締切日までに入学手続きをしてください。
● 入学時納入金… 計620,000円
　（入学金 100,000円、他納入金詳細は15ページに記載）　　　



10

一般入試（Ⅰ期・Ⅱ期）

出願資格 次の１. ２のいずれかに該当し３. ４の条件を満たす者
　１．高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者または2027年３月卒業見込み

の者
　２．文部科学大臣において上記と同等以上の学力を有すると認められた者
　３．心身ともに健康で、在学期間学業に専念できる者
　４．厚生連医療（農村医療・地域医療）に関心のある者

選考方法 ●学科試験…国語総合
●面接試験

出願書類 １．入　学　願　書………本校所定用紙（出願３ヵ月以内に撮影した写真貼付）　　
２．高等学校調査書………高等学校長が作成し厳封したもの　
　※高等学校調査書が発行できない場合は、成績証明書を提出。
　※高等学校調査書・成績証明書が発行できない場合は、卒業証明書と高等学校

調査書及び成績証明書発行不能証明書を提出
３．高等学校卒業程度認定試験合格者
　　　　　　　　　　　（旧 大学入学資格検定合格者）は、合格成績証明書
　※2・3のどちらか該当するものを提出
４．受　　験　　票………写真貼付（入学願書と同じもの）
５．受験票送付用レターパックライト
　　　　　　　　　……受験者の住所・氏名を記入
６．受　　験　　料	��15,000円（本校所定の振込用紙で振込をし、振込用紙の

②を出願書類に同封）

● 提出済みの出願書類及び受験料は返還できませんのでご了承ください。
● 出願手続き完了後、受験票を郵送いたします。
● 受験者の個人情報は、受験・入学に関する目的以外には使用いたしません。

※再受験の方は受験料等が異なりますので「再受験」（P13）をよく読んで出願し
てください。

持ち物 ●受験票
●筆記用具…ＨＢ鉛筆（シャープペンシル不可）　消しゴム
●上履き
●下履きを入れる袋
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一般入試　Ⅰ期

出願期間 ２０２６年１１月２６日（木）～１２月１１日（金）必着

入学試験日 ２０２７年１月６日（水）
　

入学試験日程 受　　付……………………………………８：30 ～８：45  
オリエンテーション………………………８：45 ～８：55
学科試験……………………………………９：00 ～９：50  
休　　憩　
面接オリエンテーション…………………10：10 ～ 10：15
面　　接   ……………………………………10：15 ～終了まで

合格発表 ２０２７年１月１６日（土）

● 合否通知書は、合格発表日に受験者宛に発送します。（合格発表日から5日経過
しても届かない場合はご連絡ください）

● 合格者の受験番号は合格発表日に本校のホームページに掲示しますが、正式な
合否の通知は合否通知書をもって行います。掲示期間は合格発表日から一週間
です。電話等による問い合わせには応じることができません。また、学内掲示は
ありません。

● 合格者には同時に入学手続き書類を送付します。

入学手続き ２０２７年２月１日（月）

● 合格通知を受けた方は、締切日までに入学手続きをしてください。
● 入学時納入金…計620,000円
　（入学金 100,000円、他納入金詳細は、15ページに記載）

■一般Ⅰ期入試では  「特別奨学金制度」  があります。
　本校入学試験結果において特に優れていると認められた方の「入学金10万円」、「諸経費25万円」（合計
35万円）を免除します。詳しくは「入試成績優秀者入学金免除について」（P16）をご覧ください。



12

一般入試　　Ⅱ期

出願期間 ２０２７年２月２日（火）～２月１０日（水）必着

入学試験日 ２０２７年２月２７日（土）
　

入学試験日程 受　　付……………………………………８：30 ～８：45  
オリエンテーション………………………８：45 ～８：55
学科試験……………………………………９：00 ～９：50  
休　　憩　
面接オリエンテーション…………………10：10 ～ 10：15
面　　接   ……………………………………10：15 ～終了まで

合格発表 ２０２７年３月３日（水）

● 合否通知書は、合格発表日に受験者宛に発送します。（合格発表日から5日経過
しても届かない場合はご連絡ください）

● 合格者の受験番号は合格発表日に本校のホームページに掲示しますが、正式な
合否の通知は合否通知書をもって行います。電話等による問い合わせには応じ
ることができません。また、学内掲示はありません。

● 合格者には同時に入学手続き書類を送付します。

入学手続き ２０２７年３月1１日（木）

● 合格通知を受けた方は、締切日までに入学手続きをしてください。
● 入学時納入金…計620,000円
　（入学金　100,000円、他納入金詳細は、15ページに記載）
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再受験

受験上の注意

出願資格 １．本年度の推薦入試および社会人入試を受験後、一般入試Ⅰ期・Ⅱ期を受けよ
うとする者

２．一般入試Ⅰ期を受験後、一般入試Ⅱ期を受けようとする者

出願書類 １．前回受験時の受験票
２．受験票送付用レターパックライト
　　　　　	������受験者の住所・氏名を記入
３．受験料… …………………5,000円（※初回とは金額が異なります）
　　　　　　　　　　　　（本校所定の振込用紙で振込をし、振込用紙の②を出

願書類に同封）

● 提出済み出願書類及び受験料は返還できませんのでご了承ください。
● 出願手続き完了後、受験票を郵送いたします。
● 受験者の個人情報は、受験・入学に関する目的以外には使用いたしません。

● 受験者以外は、校舎内には入れません。
　（付き添い者の控え室は用意されていません。）
● 学校敷地内は、すべて喫煙禁止としています。
● 試験会場内では、監督者の指示に従ってください。
● 試験開始15分以後は入室できません。試験時間に遅れると予測される場合は、

速やかに試験会場（佐久総合病院看護専門学校　☎：0267-82-2474）に連絡し
てください。

● 発熱がある場合、またはインフルエンザなどの感染症にかかり、治癒してない
場合は、受付時に申し出てください。

● 試験教室への荷物の持ち込みについては、当日のオリエンテーションで説明が
あります。

● 携帯、スマートフォン、腕時計型端末などの電子機器類は、試験教室に持ち込み
は出来ません。

● 学科試験中、机上に置けるものは受験票、HB鉛筆、消しゴムのみです。受験票
は、常に机右上に置いてください。

● 試験中の途中退席は、原則として認めません。やむを得ない事情がある場合は、
監督者に申し出てください。
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入学辞退

学生寮・学校借上マンション・アパートについて　

食　費（学校給食）　

● 一般入試Ⅰ期・Ⅱ期において、入学手続きを完了した後、事情により入学を辞退する場
合は、速やかに入試係まで連絡をし、下記期日までに本校所定の「入学辞退届書」を提出
してください。

　一般入試Ⅰ期：２０２７年２月２６日（金）　　17：00まで
　一般入試Ⅱ期：２０２７年３月１１日（木）　　17：00まで

● 期日までに申し出があった場合、入学金を除いた学費などを返還します。（振込手数料
は、返還金額より差し引かせていただきます。）

〈学生寮（あゆみ寮）〉 【女子のみ】
● 学校敷地内に、学生寮（女子寮）があります。（2人1部屋）
● あゆみ寮は部屋数に制限があるため希望に添えない場合があります。その場合は学校

で借り上げした「エトワールマンション」をご案内いたします。
● 希望多数の場合、入寮の可否については親権者の所得等により選定されます。

〈学校借上げマンション〉 【男子・女子　入居可】
● 学校から徒歩2分の場所に学校で借上げた「エトワールマンション」があります。
　学校で家賃の一部を補助しますので月額25,000円（水道光熱費・家具等別）で入居でき

ます。部屋数には限りがありますので、希望多数の場合は親権者の所得等により選定さ
れます。

〈アパート〉
● 学校の近くに、学生向けのアパートがあります。希望者には業者を紹介いたします。

● 本校では、食育を学び、体調管理のために自校給食を提供しています。（定額）

● 食費納入金
食　事 年６回納入（２ヵ月毎に納入　奇数月）　

（朝・昼・夕） ３食分 　60,000円　
（昼・夕） ２食分 　54,000円　　　　
（昼） １食分 　27,000円

※学校運営状況、社会的経済状況等により納入金を改定する場合もあります。

● 寮費納入金
年２回納入（前期４月、後期10月）　 年　額

寮費（水道光熱費含む） 　108,000円＋税 216,000円＋税
※学校運営状況、社会的経済状況等により納入金を改定する場合もあります。
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納入金

● 証明書料、再試験料等は別に定めるものとします。
● 入学金・諸経費については、入学手続き時に学費と共に納入していただきます。
● 地域指定推薦合格者は入学金10万円が免除され、入学時納入金が他と異なります
　（７ページ参照）。
● 寮費（寮生のみ）及び食費は、入学後に納入していただきます。
● 学生保険、予防接種、研修費用、国家試験および卒業に関わる費用等については、学生積

み立てとして月額5,000円を入学後に納入していただきます。

■入学後の費用について
　　実習用ユニフォーム３着（45,000円程度）、シューズ２足（9,000円程度）、ステート（聴

診器）（14,000円程度）、ペンライト（1,000円程度）等は入学後、学校でとりまとめ個人購入
となります。

● 学費・入学金（非課税）
納　期

内　訳
入学時
納入金

1年次後期
10月

2年次前期
4月

2年次後期
10月

3年次前期
4月

3年次後期
10月

入学金 100,000円 — — — — —

諸経費　 250,000円 — — — — —

学
　
費

授 業 料 180,000円 180,000円 180,000円 180,000円 180,000円 180,000円

施 設 費 60,000円 60,000円 60,000円 60,000円 60,000円 60,000円

実 習
教材費 30,000円 30,000円 30,000円 30,000円 30,000円 30,000円

合　計 620,000円 270,000円 270,000円 270,000円 270,000円 270,000円

※学校運営状況、社会的経済状況等により学費・入学金を改定する場合もあります。

ICT（情報通信技術）の導入について

　入学後は電子教科書（学校負担）を使用します。入学後に使用するデバイス（パソコン、
タブレット等）は入学前までにご用意をお願いいたします。推奨するデバイスのスペック
等は事前にお知らせいたします。
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入試成績優秀者入学金免除について

地域指定推薦合格者の入学金免除について

■特別奨学金制度（一般Ⅰ期のみ）
　　卒業後、長野県内の各厚生連病院への就職を希望する場合、本校入学試験結果におい

て特に優れていると認められた方の「入学金10万円」、「諸経費25万円」（合計35万円）を
免除します。対象は、「一般Ⅰ期入学試験結果」において優秀な成績である方、若干名と
なります。別に定める「JA長野厚生連奨学金」との併用が可能です。

■「地域指定推薦制度」を利用し入学することが決定した方については「入学
金10万円」を免除します。

奨学金制度

■ＪＡ長野厚生連奨学金（医学生・看護学生等奨学貸付金）
　　入学者全員に、月額50,000円を36 ヵ月間（１年間当たり60万円）貸付します。
　　卒業後、長野県内の各厚生連病院に、貸付金給付期間と同一の期間、看護師として勤

務することにより、返済が全額免除されます。
■その他
●日本学生支援機構
　　高校在学生で本校入学後、貸与希望がある場合は、予約採用制度の利用をお願いしま

す。詳細は各高校へお尋ねください。
●長野県看護職員修学資金（希望の方には入学後説明します。）
●国の教育ローン日本政策金融公庫
　（コールセンター 0570-008656へお問い合わせください。）
●高等教育の修学支援新制度
　　「大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）」、「同施工令（令和

元年政令第49号）」の制定に伴い、申請を行おうとする場合は、入学後、事務窓口へお問
い合わせください。
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入　学　願　書
　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

佐久総合病院看護専門学校長　殿
　私は、貴校医療専門課程看護学科への入学を志願します。

ふりがな
性　

別

女

男
志 願 者
氏 名

生年月日 昭和
平成　　　　　年　　　　　月　　　　日生　（満　　 歳）

ふりがな

志 願 者
現 住 所 郵便番号　　　—　　 電話

自宅
携帯

※
１
保
護
者

ふりがな 生 年 月 日 本人との
続柄

氏　 名 昭和　  年　   月　  日生

現 住 所
郵便番号　　　—　　 電話

自宅
携帯

年　月 ※２　学　　　歴

〜　  　 年　月 中 学 校 卒 業

年　月〜　  　 年　月
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   卒 業
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   卒 業 見 込
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   中 途 退 学

年　月〜　  　 年　月
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   卒 業
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   卒 業 見 込
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   中 途 退 学

年　月〜　  　 年　月
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   卒 業
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   卒 業 見 込
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   中 途 退 学

年　月 職　　　歴

年　月〜　  　 年　月

年　月〜　  　 年　月

年　月〜　  　 年　月

写真貼付欄
• 正面上半身
　背景無地
• 縦4㎝・横3㎝
• 出願3 ヵ月以内に
　撮影したもの

受験番号

(裏面あり)



看護師を
志願する理由

本校を
志望する理由

自己PR
（長所・短所、

特技・資格、
クラブ活動など）

〈 住居希望 〉
入学後の住居希望を○で囲んでください。

■学生寮（あゆみ寮）【女子のみ】　　■エトワール寮【男子・女子　入居可】

■自宅　　■アパート
※あゆみ寮及びエトワール寮は部屋数に限りがありますのでご希望に添えない場合があります。

〈 記入上の注意 〉
　※１保護者…志願者が20歳未満の場合記入する。
　※２学　歴…中学卒業から記入する。高校からは入学・卒業（見込）を記入する。
　出願書類などに虚偽の記入があった場合は、合格及び入学を取り消す場合があります。

〈 個人情報の取り扱いについて 〉
　願書に記入していただいた個人情報は、入学試験関係書類等の作成以外には使用いたしません。

長野県厚生農業協同組合連合会　
佐久総合病院看護専門学校



佐久総合病院看護専門学校 受験票　 2027年度

受験区分 推　　薦
（社会人含）

受験番号

ふ り が な

氏　 名

生年月日 年　　　月　　　日生

受 付 会 計

・　一般Ⅰ期

・　一般Ⅱ期

昭和
平成

・太枠内のみ記入。
・本票をもって受験料

領収とする。

写真貼付欄
・願書に貼付し

たものと同一
写真。

・裏面のりづけ。

3㎝

4㎝

契
印





受験者の住所

受験者の氏名

「受験票在中」

受験者の電話番号

長野県佐久市臼田2238

3 8 4 0 3 0 1

佐久総合病院看護専門学校 入試係

0267    82    2474

（返信用）

この追跡シールは
はがさないでください。

推　薦 （社会人含む）
1.入学願書 5.受験票送付用レターパックライト
2.高等学校調査票 6.受験料振込通知書②

3.高等学校推薦書 7.地域指定申請書・推薦書
（地域指定推薦応募者）

4.受験票 8.住民票（地域指定推薦応募者）

一　般 （Ⅰ期・Ⅱ期）
1.入学願書 4.受験票
2.高等学校調査票 5.受験票送付用レターパックライト

3.高等学校卒業程度認定
試験合格者は合格証明
書および成績証明書

6.受験料振込通知書②

受験票送付用レターパックライト（記入例）

※上記のレターパックライトの中に下記の出願書類一式と
　「受験票送付用レターパックライト」をまとめて入れて送ってください。

願書一式を入れるレターパックライト

長野県佐久市臼田2238

 佐久総合病院看護専門学校
　　　　 　　　　　入試係 行

3 8 4 0 3 0 1

「入学願書在中」

0267    82    2474

佐久総合病院
看護専門学校の
□ 住所
□ 氏名
□ 電話番号

佐久総合病院
看護専門学校の
□ 郵便番号

受験者の
□ 郵便番号
□ 住所
□ 氏名
□ 電話番号

「入学願書在中」
を記入

（送信用）

追
跡
シ
ー
ル
を
は
が
し
て

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◎準備するレターパックライト2通 について 【各自でご準備ください】

「受験票送付用レターパックライト」は
記入後2つに折り、出願書類一式と一緒に
まとめて入れてください。

佐久総合病院
看護専門学校の
□ 郵便番号
□ 住所
□ 氏名
□ 電話番号

受験者の
□ 住所
□ 氏名
□ 電話番号

受験者の
□ 郵便番号

「受験票在中」
を記入





令和８年度　67期生

入試問題





令 和 八 年 度 　 六 十 七 期 生 　 推 薦 ・ 社 会 人 入 学 試 験 問 題 　 長 野 県 厚 生 連 佐 久 総 合 病 院 看 護 専 門 学 校

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 令 和 七 年 十 月 二 十 五 日 実 施 　 時 間 五 十 分

［ 国 語 ］

　 　 注 意 … 解 答 は す べ て 解 答 用 紙 に 記 入 し な さ い 。

受
験

番
号

氏
　

　
名

設 問 一 　 次 の 文 章 を 読 ん で 各 問 い に 答 え な さ い 。

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と い う も の は 、 突 き 詰 め て 言 え ば 、 す べ て 共 通 テ ク ス ト の 存 在 に よ っ て 成 り 立 っ て い ま す 。

共 通 テ ク ス ト が ひ と つ も な か っ た ら 会 話 は 通 じ ま せ ん 。 龍 宮 城 か ら 帰 っ て き た 浦 島 太 郎 が 絶 望 し た の は 、 日 本 語 は

通 じ る の に 何 を 話 し て も 周 り の 人 と 話 が 通 じ な か っ た 、 （ 　 あ 　 ） 共 通 テ ク ス ト が な く な っ て い た か ら で す 。

共 通 テ ク ス ト を つ く る の は 本 に 限 り ま せ ん 。 趣 味 で も 、 映 画 で も い い 。 と に か く 他 者 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 

①
ハ カ る に は 、 ま ず お 互 い の 共 通 項 は 何 か を 探 す こ と が 大 切 な の で す 。

こ れ は 僕 の
②

ケ イ ケ ン で す が 、
ａ

外 国 人 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る 際 に も 、 共 通 テ ク ス ト を 探 す と 随 分 楽 に な り

ま す 。
Ａ

僕 は そ れ ほ ど 英 語 が 得 意 で は な い の で す が 、 連 合 王 国 （ イ ギ リ ス ） の オ ッ ク ス フ ォ ー ド 大 学 の 学 長 と は す ぐ

に 仲 良 く な り ま し た 。 「 何 を 研 究 さ れ て い る の で す か 」 と 聞 い た ら 、 学 長 が 「 レ イ タ ー ・ ロ ー マ ン ・ エ ン パ イ ア （ 後 期 ロ ー

マ 帝 国 ） で す 」 と 答 え た の で 、 皇 帝 デ ィ オ ク レ テ ィ ア ヌ ス の テ ト ラ ル キ ア （ 四 分 割 統 治 ） の 話 を し た ら 、 と て も 喜 ん

で く れ た の で す 。 こ れ も 共 通 テ ク ス ト で す ね 。 お 互 い が 知 っ て い る 世 界 が あ れ ば 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は す ぐ に 成

立 す る の で す 。

（ 中 略 ）

共 通 テ ク ス ト の も う ひ と つ 重 要 な は た ら き と し て 、 共 通 テ ク ス ト を
③

カ イ す る と 話 が （ 　 Ｂ 　 ） に な っ て 腹 落 ち し

や す く な る と い う メ リ ッ ト が あ り ま す 。 こ れ も ＊ 『 貞 観 政 要 』 を 読 ん で い る と わ か る の で す が 、 臣 下 が 太 宗 に 諫 言 す

る と き 、 結 論 だ け を 述 べ る の な ら 「 あ な た は 立 派 な 皇 帝 な の だ か ら こ れ を や り な さ い 」 で 終 わ っ て し ま い ま す 。 こ れ

で は 言 わ れ た 太 宗 も ピ ン と き ま せ ん 。 （ 　 い 　 ） 彼 ら は 共 通 テ ク ス ト を 探 し 、 話 の 具 体 例 と し て そ れ を 引 用 す る の で

す 。 「 昔 こ ん な 立 派 な 皇 帝 が い ま し た ね 」 「 そ の 皇 帝 は こ ん な こ と を 言 っ て い ま し た ね 」 。 こ う や っ て や り と り す る

う ち に 、 太 宗 も か つ て の リ ー ダ ー た ち を 思 い 出 す わ け で す 。 そ の 上 で ＊ 魏 徴 た ち に 「 あ な た の 最 近 の 言 葉 は 君 主 と し

て ふ さ わ し い で し ょ う か 」 と 問 い か け ら れ る と 、 「 あ か ん な 」 と 素 直 に 納 得 で き る 。

人 間 は 、 結 論 だ け 言 わ れ て も な か な か 腹 落 ち し ま せ ん し 、
ｂ

同 じ こ と ば か り 言 わ れ た ら 「 ま た か 」 と 思 う だ け で す 。

だ か ら こ そ 魏 徴 や 臣 下 は 、 手 を 替 え （ 　 ｃ 　 ） を 替 え 、 さ ま ざ ま な 共 通 テ ク ス ト を 縦 横 に 引 用 し な が ら 、 太 宗 に 腹 の

底 か ら 納 得 し て も ら え る よ う 、 諫 め の 方 法 を 尽 く し て い る の で す 。

リ ー ダ ー へ の 諫 言 の コ ツ と し て 、 共 通 テ ク ス ト を 多 用 し て ま ず
ｄ

総 論 で 「 は い 」 と 言 わ せ る と い う 方 法 を お 話 し し

ま し た 。 も う ひ と つ の コ ツ と し て 、 諫 言 は 一 人 で は な く
④

フ ク ス ウ で 行 う と い う こ と も 挙 げ ら れ ま す 。 太 宗 は 部 下

の 諫 言 を （ 　 Ｃ 　 ） に 受 け 入 れ た 立 派 な 皇 帝 で す が 、 や は り 彼 も 人 間 で 、 と き に は 諫 言 す る 者 に い ら 立 つ こ と も あ っ

た よ う で す 。 そ の こ と を 別 の 臣 下 が 諫 め る 場 面 が あ り ま す 。

こ の ご ろ 、 上 書 す る 人 の 言 葉 の 筋 が 少 し で も 理 に か な わ な い も の が あ り ま す れ ば 、 時 に は 面 前 で 問 い つ め ら れ 、

赤 面 し て 退 出 し な い も の は ご ざ い ま せ ん 。 こ れ は 、 恐 ら く 進 言 を シ ョ ウ
⑤

レ イ す る こ と で は あ り ま す ま い と 存 じ

ま す 。



こ う 指 摘 さ れ た 太 宗 は 、 そ れ は も っ と も だ と 言 い 、
ｅ

態 度 を 改 め る こ と に し ま し た 。

こ こ で 言 わ れ て い る の は 、 ダ イ バ ー シ テ ィ （ 多 様 性 ） の 重 要 性 で は な い で し ょ う か 。 つ ま り 、 諫 言 す る 人 は い ろ い

ろ い た ほ う が い い 。 太 宗 は し ょ っ ち ゅ う 諫 言 さ れ て い ま す か ら 、 あ る 部 下 に 「 も っ と 上 手 に や れ 」 と 言 い た く な る 気

持 ち も わ か ら な い で は あ り ま せ ん 。 （ 　 う 　 ） 別 の 部 下 が 、 「
Ｄ

そ れ を や っ て い た ら み ん な 怖 が っ て 誰 も 諫 言 し な く な

り ま す 」 と 述 べ て い る の で す ね 。

僕 も か つ て 部 下 に 、 「 お ま え の 文 句 は い つ も ワ ン パ タ ー ン だ か ら 言 い 方 を
⑥

ク フ ウ し て こ い 」 と 言 っ て い ま し た 。

き つ く 言 う の は よ く あ り ま せ ん が 、 そ れ は
Ｅ

僕 な り の 指 導 で も あ り ま し た 。 魏 徴 の よ う に 共 通 テ ク ス ト を あ れ こ れ

探 し 出 し て 、 も っ と う ま く 自 分 を 説 得 し て く れ 、 そ れ が チ ー ム を 強 く す る ん だ と い う 確 信 が あ っ た か ら で す 。

Ｆ
チ ー ム は ダ イ バ ー シ テ ィ に 富 ん で い る の が 望 ま し い で す が 、 フ ォ ロ ワ ー 同 士 は 協 力 す る こ と が 大 事 で す 。 一 人

で は く じ け て し ま う よ う な こ と で も 、 仲 間 が い れ ば で き ま す 。 リ ー ダ ー に 諫 言 す る の は 勇 気 が い る こ と で す 。 し か

し 仲 間 と 協 力 す れ ば 、 諫 言 を 受 け 入 れ て も ら う た め の 知 恵 も 集 ま る は ず 。 そ れ が 、 チ ー ム 全 体 に と っ て い い 結 果 を

も た ら す こ と に つ な が る の で す 。

（ 出 口 治 明 『 貞 観 政 要 ～ 世 を 革 め る の は リ ー ダ ー の み に あ ら ず 』 　 一 部 改 変 ）

＊ 『 貞 観 政 要 』 　 唐 の 太 宗 （ 第 二 代 皇 帝 李 世 民 ） と 臣 下 た ち の 言 行 を ま と め た 書 物 。

＊ 魏 徴 　 太 宗 の 臣 下 。

問 一 　 二 重 傍 線 部 ① 、 ③ の カ タ カ ナ に 当 た る 漢 字 を そ れ ぞ れ 記 号 で 選 ん で 書 き な さ い 。

① 　 ハ カ る

ア 　 計 　 　 イ 　 量 　 　 ウ 　 図 　 　 エ 　 謀 　 　 オ 　 測

③ 　 カ イ す る

ア 　 回 　 　 イ 　 改 　 　 ウ 　 解 　 　 エ 　 会 　 　 オ 　 介

問 二 　 二 重 傍 線 部 ② 、 ④ 、 ⑤ 、 ⑥ の カ タ カ ナ と 同 じ 漢 字 を 用 い る も の を そ れ ぞ れ 記 号 で 選 ん で 書 き な さ い 。

② 　 ケ イ ケ ン

ア 　 く じ を 引 い て ケ イ 品 を も ら う 。 　 　 イ 　 木 陰 で 休 ケ イ す る 。

ウ 　 拝 ケ イ 、 お 元 気 で す か 。 　 　 　 　 　 エ 　 案 内 を ケ イ 示 板 に 貼 る 。

オ 　 ケ イ 済 に つ い て 勉 強 す る 。

④ 　 フ ク ス ウ

ア 　 国 宝 の フ ク 製 を 作 る 。 　 　 　 　 　 　 イ 　 そ の 話 は 承 フ ク し か ね る 。

ウ 　 フ ク 業 を 禁 止 す る 。 　 　 　 　 　 　 　 エ 　 病 気 が 回 フ ク す る 。

オ 　 至 フ ク の 時 を 味 わ う 。

⑤ 　 シ ョ ウ レ イ

ア 　 レ イ 服 で 式 に 参 列 す る 。 　 　 　 　 　 イ 　 レ イ 静 に 意 見 を 述 べ る 。

ウ 　 代 表 選 手 を 激 レ イ す る 。 　 　 　 　 　 エ 　 毎 年 恒 レ イ の 行 事 で あ る 。

オ 　 伝 レ イ 役 を 務 め る 。

⑥ 　 ク フ ウ

ア 　 強 い ク 調 で 問 い た だ す 。 　 　 　 　 　 イ 　 開 業 資 金 を ク 面 す る 。

ウ 　 真 ク の バ ラ が 咲 く 。 　 　 　 　 　 　 　 エ 　 こ の 分 野 の 先 ク 者 と な る 。

オ 　 ク 渋 の 決 断 を 強 い ら れ る 。



問 三 　 傍 線 部 ａ 「 外 国 人 」 と 熟 語 の 構 成 が 同 じ も の を 記 号 で 選 ん で 書 き な さ い 。

ア 　 人 類 愛 　 　 イ 　 急 斜 面 　 　 ウ 　 非 常 識 　 　 エ 　 松 竹 梅 　 　 オ 　 近 代 化

問 四 　 傍 線 部 ｂ 、 ｅ を 言 い 表 し た 慣 用 句 と し て 最 も 適 切 な も の を そ れ ぞ れ 記 号 で 選 ん で 書 き な さ い 。

ｂ 　 ア 　 二 の 足 を 踏 む 　 　 イ 　 棚 に 上 げ る 　 　 　 ウ 　 耳 に タ コ が で き る

　 エ 　 板 に つ く 　 　 　 　 オ 　 小 耳 に は さ む

ｅ 　 ア 　 花 を 持 た せ る 　 　 イ 　 舌 を 巻 く 　 　 　 　 ウ 　 か ぶ と を 脱 ぐ

　 エ 　 肩 を 落 と す 　 　 　 オ 　 え り を 正 す

問 五 　 空 欄 部 （ 　 ｃ 　 ） に 入 る 語 を 記 号 で 選 ん で 書 き な さ い 。

ア 　 足 　 　 イ 　 品 　 　 ウ 　 口 　 　 エ 　 時 　 　 オ 　 気

問 六 　 傍 線 部 ｄ 「 総 論 」 と 似 た 意 味 の 語 と し て 最 も 適 切 な も の を 記 号 で 選 ん で 書 き な さ い 。

ア 　 遊 説 　 　 イ 　 観 念 　 　 ウ 　 凡 例 　 　 エ 　 概 要 　 　 オ 　 各 論

問 七 　 空 欄 部 （ 　 あ 　 ） ～ （ 　 う 　 ） に 入 る 語 句 を そ れ ぞ れ 記 号 で 選 ん で 書 き な さ い 。 た だ し 、 同 じ 語 句 を 二 度 以 上

使 う こ と は で き ま せ ん 。

ア 　 し か し 　 　 イ 　 つ ま り 　 　 ウ 　 そ し て 　 　 エ 　 ま た 　 　 オ 　 だ か ら

問 八 　 傍 線 部 Ａ に つ い て 、 筆 者 は な ぜ 「 オ ッ ク ス フ ォ ー ド 大 学 の 学 長 と は す ぐ に 仲 良 く 」 な れ た の か 。 そ の 理 由 と

し て 最 も 適 切 な も の を 記 号 で 選 ん で 書 き な さ い 。

ア 　 筆 者 が 、 学 長 と い う 肩 書 き よ り も ま ず 彼 の 研 究 に 対 し て 興 味 を 示 し た こ と で 、 お 互 い を 研 究 者 と し

て 認 め 合 う こ と が で き た か ら 。

イ 　 筆 者 と 学 長 と の 間 に 共 通 す る 言 語 が わ か っ た こ と で 、 英 語 を 使 わ ず に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 成 立 さ

せ る こ と が で き た か ら 。

ウ 　 お 互 い に 共 通 す る 話 題 が あ っ た お か げ で 、 筆 者 は 、 そ れ ほ ど 英 語 が 得 意 で な く と も 学 長 と の 会 話 を

進 め る こ と が で き た か ら 。

エ 　 あ ら か じ め 会 話 の 内 容 を 限 定 し た こ と で 、 お 互 い が 理 解 で き る 言 語 だ け を 使 っ て 話 を 進 め る こ と が

で き た か ら 。

オ 　 そ れ ほ ど 英 語 が 得 意 で は な い に も か か わ ら ず 、 筆 者 が 一 生 懸 命 話 し か け た こ と で 、 学 長 に 誠 意 を 伝

え る こ と が で き た か ら 。

問 九 　 空 欄 部 （ 　 Ｂ 　 ） 、 （ 　 Ｃ 　 ） に 入 る 最 も 適 切 な 語 句 を そ れ ぞ れ 記 号 で 選 ん で 書 き な さ い 。

ア 　 合 理 的 　 　 イ 　 積 極 的 　 　 ウ 　 具 体 的 　 　 エ 　 楽 観 的 　 　 オ 　 論 理 的



問 十 　 傍 線 部 Ｄ 「 そ れ 」 の 指 す 内 容 と し て 最 も 適 切 な も の を 記 号 で 選 ん で 書 き な さ い 。

ア 　 諫 め よ う と す る 者 を 冷 遇 し 、 排 斥 す る こ と 。

イ 　 あ れ こ れ と 理 由 を つ け て 、 結 論 を 先 送 り す る こ と 。

ウ 　 相 手 に よ っ て 態 度 を 変 え る こ と 。

エ 　 揚 げ 足 を 取 っ た り 、 論 破 し た り す る こ と 。

オ 　 話 を 聞 か ず 、 自 分 の 好 き な よ う に 振 る 舞 う こ と 。

問 十 一 　 傍 線 部 Ｅ 「 僕 な り の 指 導 」 と は 、 具 体 的 に ど う い う も の で あ っ た か 。 最 も 適 切 な も の を 記 号 で 選 ん で 書 き

な さ い 。

ア 　 部 下 に 敢 え て 難 し い 課 題 を 与 え る こ と で 、 向 上 心 を 養 い 、 常 に 高 い レ ベ ル を 目 指 す よ う に 意 識 さ せ

た と い う こ と 。

イ 　 部 下 の 提 案 に 対 し て 、 こ ち ら が 腹 の 底 か ら 納 得 で き る ま で 追 求 さ せ る こ と で 、 深 く 考 え 、 良 い 仕 事

が で き る よ う に な る と い う こ と 。

ウ 　 部 下 の 挙 げ た 提 案 を 細 か く 吟 味 し て 、 部 下 が 自 分 で 最 善 の 方 法 に 気 が 付 く ま で 粘 り 強 く 指 導 し た と

い う こ と 。

エ 　 上 司 と 部 下 と い う 関 係 性 を 否 定 す る こ と で 、 対 等 な 立 場 で 議 論 し た り チ ー ム 全 体 で 考 え た り で き る

雰 囲 気 を 作 ろ う と し た と い う こ と 。

オ 　 部 下 の 人 間 性 を 尊 重 し 、 叱 責 の 際 に も 強 い 言 葉 は 使 わ ず 、 辛 抱 強 く 説 得 を 試 み て い た と い う こ と 。

問 十 二 　 傍 線 部 Ｆ 「 チ ー ム は ダ イ バ ー シ テ ィ に 富 ん で い る の が 望 ま し い 」 の は な ぜ か 。 そ の 理 由 と し て 最 も 適 切 な

も の を 記 号 で 選 ん で 書 き な さ い 。

ア 　 多 様 な 人 間 が 集 ま る こ と で 、 チ ー ム 内 で 競 争 が 起 き る よ う に な り 、 チ ー ム 全 体 の 力 が 向 上 す る か ら 。

イ 　 多 様 な 人 間 が 集 ま る こ と で 、 不 得 手 な 分 野 を 補 い 合 い 、 広 い 分 野 を 追 究 で き る よ う に な る か ら 。

ウ 　 多 様 な 人 間 が 集 ま る こ と で 、 異 な る 価 値 観 を 受 け 入 れ る 寛 容 な 心 が 醸 成 さ れ る か ら 。

エ 　 多 様 な 人 間 が 集 ま る こ と で 、 チ ー ム 一 人 一 人 の 失 敗 が 目 立 た な く な る か ら 。

オ 　 多 様 な 人 間 が 集 ま る こ と で 、 上 司 に 対 し て い ろ い ろ な 角 度 か ら 意 見 を 述 べ る こ と が で き る か ら 。

問 十 三 　 本 文 の 内 容 に 合 致 す る も の と し て 最 も 適 切 な も の を 記 号 で 選 ん で 書 き な さ い 。

ア 　 共 通 テ ク ス ト に は 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お い て 相 手 の 納 得 を 引 き 出 し や す く す る は た ら き が あ る 。

イ 　 唐 の 太 宗 や 後 期 ロ ー マ 帝 国 の デ ィ オ ク レ テ ィ ア ヌ ス は 、 共 通 テ ク ス ト を 活 用 し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン に 長 け た 人 物 で あ っ た 。

ウ 　 上 司 に 諌 言 す る の は 勇 気 が い る こ と だ が 、 あ ら か じ め 仲 間 に フ ォ ロ ー を 頼 ん で お く こ と に よ っ て 成

功 し や す く な る 。

エ 　 共 通 テ ク ス ト は 文 字 媒 体 に よ っ て 形 作 ら れ る も の で あ り 、 映 画 の よ う な 映 像 媒 体 は 共 通 テ ク ス ト に

は な り 得 な い 。

オ 　 太 宗 は 人 間 的 に 立 派 で あ る と は 言 い 難 い が 、 良 い 臣 下 に 恵 ま れ た お か げ で 君 主 と し て の 役 割 を 無 事

に 果 た す こ と が で き た 。



設 問 二 　 次 の 各 問 い に 答 え な さ い 。

問 一 　 次 の 四 字 熟 語 の 空 欄 に 当 て は ま る 語 を 、 後 の ア ～ ク の 中 か ら そ れ ぞ れ 記 号 で 選 ん で 書 き な さ い 。

用 意 （ 　 ① 　 ） 到

孟 母 （ 　 ② 　 ） 遷

意 味 深 （ 　 ③ 　 ）

（ 　 ④ 　 ） 網 打 （ 　 ⑤ 　 ）

快 （ 　 ⑥ 　 ） 乱 麻

多 岐 （ 　 ⑦ 　 ）（ 　 ⑧ 　 ）

ア 　 一 　 　 イ 　 三 　 　 ウ 　 長 　 　 エ 　 羊 　 　 オ 　 刀

カ 　 周 　 　 キ 　 尽 　 　 ク 　 亡

問 二 　 次 の ア ～ オ の 中 か ら 、 語 と そ の 意 味 の 組 み 合 わ せ が 誤 っ て い る も の を 記 号 で 選 ん で 書 き な さ い 。

ア 　 黙 殺 す る 　 ─ ─ ─ 　 問 題 に せ ず 、 無 視 す る こ と 。

イ 　 躍 起 に な る 　 ─ ─ 　 焦 っ て む き に な る こ と 。

ウ 　 一 瞥
べ つ

す る 　 ─ ─ ─ 　 相 手 を 見 下 す こ と 。

エ 　 真 摯 　 ─ ─ ─ ─ ─ 　 真 面 目 で ひ た む き な さ ま 。

オ 　 如 才 な い 　 ─ ─ ─ 　 気 が き く こ と 。 ぬ か り が な い こ と 。

問 三 　 次 の ア ～ オ の 中 か ら 、 例 文 の 傍 線 部 「 な い 」 と 品 詞 が 同 じ も の を 記 号 で 選 ん で 書 き な さ い 。

例 　 噂 が ま っ た く 気 に な ら な い わ け で は な い の で あ る 。

ア 　 君 も そ う 思 う の で は な い か 。

イ 　 相 談 で き る 人 が 全 く い な い 。

ウ 　 今 日 は 客 が 少 な い 。

エ 　 そ の 話 は あ ま り し た く な い 。

オ 　 店 の 奥 に な い か 見 て こ よ う 。

問 四 　 次 の Ａ ～ Ｄ の 文 学 作 品 を 成 立 年 代 順 に 並 べ た も の と し て 正 し い も の を 記 号 で 選 ん で 書 き な さ い 。

Ａ 　 『 奥 の 細 道 』 　 　 Ｂ 　 『 古 事 記 』 　 　 Ｃ 　 『 枕 草 子 』 　 　 Ｄ 　 『 方 丈 記 』

ア 　 Ａ

－

Ｄ

－

Ｂ

－

Ｃ

イ 　 Ｂ

－

Ｃ

－

Ｄ

－
Ａ

ウ 　 Ｂ

－

Ｄ

－
Ａ

－
Ｃ

エ 　 Ｃ

－
Ｂ

－
Ｄ

－

Ａ

オ 　 Ｃ
－

Ｄ
－

Ａ

－

Ｂ






